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令和４年度 花田小学校「教育活動の評価」 
 

中期目標 重点努力目標（評価項目） 
自己 

評価 

総合 

評価 

関係者

評価 
今後の改善方策等 

子
ど
も
の
主
体
性
を
引
き
出
す
授
業
づ

く
り
を
工
夫
し
、
生
活
に
生
き
て
働
く

知
識
・技
能
の
習
得
と
、
よ
り
よ
く
問

題
を
解
決
す
る
資
質
・能
力
の
育
成
に

努
め
る
。 

子どもの主体性

を引き出す授

業づくり 

「できた」「わかった」「もっとやりたい」

という学ぶ意欲を高める授業づくりに

努め、基礎・基本となる学力の定着・向

上を図る。 

Ｂ 

Ｂ Ｂ 

年３回のチャレンジテストでは各

自が目標をもち、取り組めるように

する。子どもたちの探究心や学ぶ意

欲を高めるのに効果的なことから次

年度も、校外学習や体験学習を重視

し、学力の定着を図る。 

学年相応のタブレット端末の使い

方を習得させ、高学年では資料をま

とめたり発信したりする力を伸ばし

ていく。 

生活に生きて働

く知識・技能の

習得と、よりよく

問題を解決す

る資質・能力の

育成 

①地域の「ひと・もの・こと」を活用した

学習や問題解決的な学習、タブレット端

末を活用した学習を積極的に取り入れ

る。 

②学び合いや発表の場を計画的に仕組み、

思考力・判断力・表現力を育成する。 

Ａ 

道
徳
教
育
と
特
別
活
動
の
充
実
に
努
め
、
自

主
・自
律
の
心
、
思
い
や
り
・感
謝
の
心
の
育

成
を
め
ざ
し
、
「心
の
花
運
動
」を
推
進
す

る
。 

自主・自律の

心、思いやり・

感謝の心の育

成 

①自分の居場所があり、自分のよさを発揮

できる温かな学級・学年集団づくりに努め

る。 

②各行事後、学級活動後に「心の花運動」を

実践する。 

Ｂ 

Ｂ Ｂ 

自分の居場所がある学級づくりを

学級経営の基本とし、全職員で取り

組む。「心の花運動」は、子どもたち

の心を育てる活動として継続してい

く。さらに、カードの活用方法を工夫

し、子どもたちがお互いを認め合う

ツールになるようにしていく。 

道徳は、今後も大切にし、心の教育

に力を入れていく。 

感染予防に留意し、フレンド活動

や異学年交流を充実させていく。 

道徳教育、 

特別活動の充

実 

①子どもが互いのよさや努力を認め合う場

を、朝の会・帰りの会、授業において積極

的に取り入れる。 

②子ども理解を基に成長への願いをかけ、

子どもの自主的な取り組みや自律的な言

動、他者を思いやる言動などを、積極的に

「認め・褒め・励ます」言葉がけをする。 

Ａ 

安
全
で
安
心
で
き
る 

教
育
環
境
づ
く
り
に
最
善
を
尽
く
す
。 

健康、安全教育

の充実 

①感染症予防や食物アレルギー対応に組

織的に取り組める仕組みをつくる。 

②避難訓練、不審者対応やけが防止など、

自分の「いのち・からだ」を自分で守れ

るよう計画的に指導を行う。 

Ａ 

Ａ Ａ 

子どもが安心・安全に学校生活を

送ることができるように教員研修を

計画的に実施する。子ども自身も自

分の命を自分で守れるように避難訓

練や安全教育で指導していく。 

校内の事故やけがを教訓として、

再発防止のために最善を尽くすとと

もに、日常の安全管理に努める。 

子どもの小さな変化を見逃さない

ようにする。職員同士、担任と保護者

が連携して新たな一人を出さないよ

うに努める。 

安全指導と安全

管理の徹底 

実験・実技などの授業や校外学習におけ

る安全指導と、日常的な安全管理の徹底

を図る。 
Ｂ 

いじめや不登

校の未然防止と

早期対応 

①子どもの小さな変化を早期に発見し、早

期に対応できる体制づくりに努める。 

②市教委作成の「生活サポートカレンダー」

を活用する。 

Ａ 

教
職
員
が
心
身
共
に
健
康
で
、
教
育
の
プ

ロ
と
し
て
の
力
量
向
上
を
図
ろ
う
と
す

る
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
。 

授業力・指導力

の向上 

①学習評価（三観点）と「はなだポイント」に

重点を置いた現職研修の充実を図る。 

②教職員の持ち味・専門性を生かし、学び

合う教職員集団づくりをめざす。 

Ａ 

Ｂ Ｂ 

子どもにどんな力をつけたいのか

という願いを明確にし、授業改善に

努める。授業などでＩＣＴ機器を積

極的に活用していく。 

分掌や行事で多忙な時期があるた

め在校時間が長くなる職員もいる。

計画的に先を見通した取り組みがで

きるよう引き続きタイムマネジメン

トの意識啓発に努める。また、チーム

で協働し、業務の平準化を図る。 

働き方改革の

継続・推進 

①ノー残業デーを毎月設定したり、２週間分

の週報を配付したりし、計画的に業務を

進められるように配慮し、各自のタイムマ

ネジメント意識、メンタルヘルスへの意識

を高める。 

②会議の目的により、時間・参加者・協議方

法を工夫し効率化を図る。 

Ｂ 

※評価 Ａ…十分に達成した Ｂ…概ね達成した Ｃ…あまり達成されていない Ｄ…ほとんど達成されていない  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上
記
の
表
は
、
十
二
月
ま
で
の
花
田
小
学
校
の
学

校
経
営
に
つ
い
て
、
児
童
、
保
護
者
、
教
職
員
を
対

象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
も
と

に
、
学
校
の
自
己
評
価
と
学
校
サ
ポ
ー
ト
委
員
（
学

校
評
議
員
）
の
意
見
・
評
価
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

「
今
後
の
改
善
方
策
等
」
に
記
載
し
た
目
標
や
方
策

を
柱
と
し
て
、
令
和
五
年
度
の
教
育
活
動
の
充
実
・

改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
か
ら
は
、
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見

や
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
年
度
、
初
め
て
ウ
エ
ブ
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
回
答
と
集
計
作
業
の
効
率
化
を
図
り

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
方
法
で
実
施
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

中
庭
の
河
津
桜
が
満
開
で
す
（
三
月
三
日
）。 

桜
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
影
す
る
学
級
が
見
ら
れ

ま
す
。
花
田
小
学
校
の
風
物
詩
で
す
。 

学
校
改
善
に
向
け
て 


